


1. 試合コートに入ったら、相手選手の名前を確認。

2. ウォームアップの開始前にトスをする。

3. サーバーはサーブを打つ前に、レシーバーに聞こえる声でスコアをアナウンスする。

プレーヤー同士、アナウンスによってその時点のスコアを確認する。

4. ネットより自分側のコートの判定とコールをする。判定できなかったら「グッド」。
ボールがラインにタッチした時、ボールとラインの間に空間が見えなかった時、あるいはボールを見
失って判定できなかった時は「グッド」である。

5. 判定とコールは、相手にはっきりと分かる声とハンドシグナルを使って、ボールの着地後速
やかに行う。代表的なハンドシグナルは、人差し指を出して「アウト」、「フォールト」を示し、
手のひらを地面に向けて「グッド」を示す。

6. ダブルスの場合、ペアの両選手の判定が食い違った場合はそのペアの失点。
ペアの判定が食い違っても「フォールト」「アウト」をコールしたプレーヤーが直ちに「グッド」に
訂正した場合、1回目に限り故意ではない妨害としてポイントレットとなる。
ただし、ネット、ストラップまたはバンドに触れたサービスを、１人が「フォールト」、パートナー
は「レット（グッド）」とコールした場合は「（サービスの）レット」となる。

7. クレーコート以外はボールマークのチェックはできない。

8. インプレー中、よそからボールが入って来るなど妨害が起こった場合、「レット」とコールしてプレー
を止め、そのポイントをやり直す。
コート外からの妨害による「レット」のコールは両プレーヤー・チームができる。

9. インプレー中、プレーヤーがラケット以外の着衣・持ち物を相手コート以外の地面に落とした場合、
１回目は、「レット」をコールしてプレーを停止し、そのポイントをやり直す。
レットのコールは、落とし物をしたプレーヤー・チームがすることはできない。
( 落としたことがプレーに影響を及ぼさずポイントが終了したら、そのポイントは成立する )
２回目以降、落とすたびにそのプレーヤーの失点。

10. スコアがわからなくなった場合、双方のプレーヤーが合意できるスコアまでさかのぼり、
それ以降のプレーで双方が合意できるポイントを足したスコアから再開する。
合意できなかったポイントは取り消される。再開する時のエンドとサーバーは、合意されたスコアに
準ずる。

11. トイレットブレークは８ゲーム以下の試合では、緊急時に自分のサービスゲームの前に限り、シング
ルス１人１回。ダブルスはペアで１回です。必ずレフェリーに申し出ること。

12. 相手選手のコール、フットフォールト等に疑問や不服があるときは、レフェリーに申し出る。

13. プレーヤー同士で解決できないようなトラブルが起こった場合はすみやかにレフェリーに申し出る。

14. リタイアする時はレフェリーに申し出る。

15. 試合終了後、勝者はすみやかに試合球とスコアを本部に届ける。

　高知県テニス協会が主催する大会は原則としてセルフジャッジで試合を行います。
　以下のことに注意して、スポーツマンシップの礼儀をわきまえフェアプレーにつとめましょう。

セルフジャッジの方法


